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第4章の背景

• 論理に加えて利用者の視点が加わった立体
構造のテストについて扱う

• 二次元＋利用者の視点

– ある一つの機能に対し、論理的に全ての条件を
テストしたか（二次元）に加えて、個々の機能同
士を組合わせて問題が起きないかを確認する

– 機能同士を組合せる際、組合せの数が爆発しな
いように、『利用者の視点』で効率的な組合せを
求めていく
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HAYST法の特徴

• 『直交』している機能同士の動作に問題ないかを効
率よくテストするのに向いたテスト技法である

• テストする機能（因子）が増えてもテストケース数が
増えにくい

• 自動化とも相性がよい



HAYST法の作業プロセス

1. 【FV表】 ：目的機能等、テストの分析結果のまとめ
– テスト分析後、個々のテスト技法を適用していく

2. 【６W2H】 ：ユーザー視点による因子と水準の抽
出

3. 【ラルフチャート】：テスト全体の俯瞰と因子の抜け
漏れチェック

4. 【FL表】 ：因子と水準の集約

5. 【禁則処理】：同時に設定できない水準を考慮

6. 【直交表】：テスト効率を考慮した割り付け

7. 【テストの実施】：期待結果との確認
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FV （Function Verification）表

• 機能仕様書などから、テスト分析結果をまとめるのに使用す
る

• 基本フォーマット

– 【No.】：仕様網羅
• 仕様書の番号とリンクさせると便利

– 【目的機能】：Why展開
• 仕様書通りに動作するか

• ユーザーの目的を達成できるか

– 【検証内容】：What

• 目的機能の確認方法

• 確認に必要な因子を列挙する

– 【テスト技法】：How

• 検証時に使用するテスト技法

• 検証内容によっては複数の技法が列挙される



FV表：「下線」機能のWhy展開

• なぜ「下線」機能があるのか？

– 書式設定の例

• 【太字】なぜ下線機能があるのか？

• 【斜体】なぜ下線機能があるのか？

• 【文字色】なぜ下線機能があるのか？

• 【下線】なぜ下線機能があるのか？

– 経験上、「下線」機能は印刷時に重宝している

• グレースケール印刷時、他の書式設定に比べて強調
部分が分かりやすい

– 検証内容の因子に『カラー/グレースケール印刷』を追加



因子と水準の抽出
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因子と水準の抽出

• 目的機能から、テストに有効そうな怪しい因子を探してみる
– 同時に使用・設定可能な因子
– 近くにある因子

• 『顧客の視点』６W2Hで因子を探してみる
– ユーザーシーンを考える

• When、Where、Who

– 使用する理由は？
• What、Why、Whom

– どのように、どれくらい使用するか
• How、How much

• 因子の抜け漏れに注意
– 漏れた因子はテストされない



Draw CFD の６W2H展開
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ラルフチャート

• 目的
– テストオブジェクト（目的機能）全体の把握
– モデル化してレビューすることで、因子・水準の抽出

漏れを検出し、より効率的なテスト設計へと繋げる

• 方法
– FV表の1目的機能の要因と構造を明らかにする
– 既存の因子から、更に「例示、間、対象、類推」視点

で新規因子を展開
– 同様に「外側、破壊」視点でも新規因子を展開
– 因子を入力、ノイズ（、アクティブノイズ）、状態、出力

に分類する



ラルフチャート：因子の分類

• 入力：信号因子
– お客様の意志、期待結果を得るために入力する
– Why展開から、同じ目的を持つ別の信号因子を見つけることが大切

• 状態
– 目的機能が動作するときに、読み書きされる内部変数の組合せ
– 内部変数の組合せによって、同じ入力でも出力が異なってくる

• ノイズ：誤差因子
– 様々な顧客環境下（外乱）の内、期待結果をじゃまするもの
– When、Where、Whoに意地悪な形容詞や副詞を連結させて探して

みる

• アクティブノイズ：誤差因子
– 意図的な犯罪行為のこと
– 操作性とセキュリティのバランスが重要

• 出力



三
辺
の
長
さ

判定

エラー

入力確認

マイヤーズの三角形で
ラルフチャート

＜入力＞
辺Aの長さ（1,2,3…）
辺Bの長さ（1,2,3…）
辺Cの長さ（1,2,3…）

＜ノイズ＞
CPUフル稼働、メモリ不足
＜アクティブノイズ＞
正の整数以外を入力
（０、負の値、空）
数値以外を入力（文字）

＜出力＞
正三角形
二等辺三角形
不等辺三角形
エラー

＜状態＞
データ入力
判定処理
エラー
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FL（Factor Level）表

• 拡張されてきた因子と水準
– FV表ではテストに大きな漏れが無いことを確認

– ラルフチャートでは因子を出し尽くす

• FL表で、因子と水準をテスト用に集約する
– 直交表サイズへの影響が大きいので、水準は精査する

– 因子の並び順は直交表への並び順と対応させると便利

– 水準１にはデフォルト設定を入れる

– 因子の種類には信号因子等の大きな種類の他に、水準タイプがある

• FL表の狙い
– テスト対象の要因の明確化

• 水準タイプは他のテストへの再利用が容易

– テストで選択しなかった要因の明確化
• 異常値系FL表は単体テストで使用する



ここから演習の説明です



Draw CFDで演習１：FV表

仕様番号 目的機能 検証内容 テスト技法

同値図 ・仕様書から同値図を作成したい

・仕様書の内容を同値図に変換す
る過程で、仕様に不備がないか
チェックしたい

・同値図を作成できるか

・条件の追加、削除等自由
に編集できるか

・状態遷移

結果 ・仕様書から結果を作成したい

・仕様書の内容を結果に反映する
過程で、仕様に不備がないか
チェックしたい

・結果を作成できるか

・結果の追加、削除等自由
に編集できるか

・状態遷移

流れ ・処理の流れを表現したい

・仕様書の内容を結果に反映する
過程で、仕様に不備がないか
チェックしたい

・同値図と結果を結んで原
因流れ図を作成できるか

・ﾊﾟｽの経路を自由に編集で
きるか

・状態遷移

ﾃﾞｼｼﾞｮﾝ

ﾃｰﾌﾞﾙ

・CFDを利用して網羅的にテストを
実施したい

・デシジョンテーブルから実際に使
うテストケースを作成したい

・原因流れ図からﾃﾞｼｼﾞｮﾝﾃｰ
ﾌﾞﾙが正確に生成されるか

【因子】原因流れ図、論理ﾊﾟ
ｽの経路

・状態遷移

・HAYST法



Draw CFDで演習２：６W2H展開

※デシジョンテーブルの生成に関して、
『論理パスの組合せ』をHAYST法を使用してテストする



Draw CFDで演習３：ラルフチャート

＜入力＞
【原因流れ図】
同値図数（0、1、2…）
論理数（0、1、2…）

結果数（0、1、2 … ）（有効、無効）
流れ数（0、1、2…）
同値図との接続（なし、最初、最後）

＜ノイズ＞
操作ミス（削除、接続ミス）
連続修正（追加、修正、削除）
＜アクティブノイズ＞
大量作成（原因流れ図）
ウインドウサイズ変更（小さく）

＜出力＞
ﾃﾞｼｼﾞｮﾝﾃｰﾌﾞﾙ

＜状態＞
新規作成
作成中
ファイル読込み

原
因
流
れ
図

DT

新規

読込み

作成中



Draw CFDで演習４：FL表
因子名 水準ﾀｲﾌﾟ 水準1 水準2 水準3 水準4

同値図1接続 位置 論理1 論理2

同値図2接続 位置 論理1 論理3 論理2 なし

同値図3接続 位置 論理1 論理3

図3接続ﾊﾟｽ数 数値 1本 2本

結果 選択肢 有効 無効

【同値図1】

論理1

論理2

有効

無効

※因子と水準は、L8直交表（4水準が1個、2水準が4個）に無理矢理合
わせてます

【同値図2】

論理1

論理2

論理3

【同値図3】

論理1

論理2

論理3

#1

#2

#8



Draw CFDで演習５：L8直交表
No. 同値図1 同値図2 同値図3 図3接続数 結果

1 論理1 論理1 論理1 1本 有効

2 論理1 論理3 論理1 2本 無効

3 論理2 論理1 論理3 2本 無効

4 論理2 論理3 論理3 1本 有効

5 論理1 論理2 論理3 1本 無効

6 論理1 無し 論理3 2本 有効

7 論理2 論理2 論理1 2本 有効

8 論理2 無し 論理1 1本 無効

FL表の因子と水準をL8直交表に割り当てる



Draw CFDで演習６：テスト結果

期待値通りのデシ
ジョンテーブルが
作成されたことを
確認した



ご静聴ありがとうございました


